
j29201 幼児と健康 新　友宏 1年次・Ⅱ期 講義・1単位 幼免必修

３．子どもの健康における望ましい環境や安全について理解し考察する。

授業方法 / Method of instruction 対面授業

【－】プレゼンテーション 【－】グループワーク

【－】実習・実技 【－】該当なし

割合 / Percentage

60%

0%

0%

40%

その他 / Others

【実務家教員】幼稚園教諭、保育士の経験をもとに、領域「健康」における幼児の心身の発達、基本的な生活習慣、安全な生活、運動発達などについて講義
する。

参考書 / Reference Books

清水将之・相樂真樹子編著『実践例から学びを深める健康指導法』（2022年、わかば社）
幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領

予習・復習 / Preparation・Review

幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領を読み込んでおく（予習復習90分程度）

課題に対するフィードバック方法 / How to give feedback on tasks

課題や授業内テストのフィードバックを行う

谷田貝公昭 監修 『実践保育内容シリーズ①　健康』（2018年、 一藝社）

種別 / Kind 評価基準等 / Grading Criteria etc.

定期試験(筆記)
End of Semester Examination (Written)

授業内で筆記試験を行う

レポート試験
Report Examination

実技試験
Practical skill test

平常点評価
Continuous Assessment

リアクションペーパーや課題の提出状況、授業態度等で判
断する

教科書 / Textbooks

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

授業の概要 / Course Outline

 保育内容領域「健康」における幼児の心身の発達、基本的な生活習慣、安全な生活、運動発達など、専門的事項についての知識
を身につける。

到達目標 / Attainment Objectives
ディプロマポリシーとの対応関係

/ Relationship with the diploma policy

１．乳幼児期の健康に関する基本的な知識を理解することができる。 A-② Ｂ-②

２．乳幼児期の健康に関する具体的な活動について理解することができる。 A-② Ｂ-②

A-② C-②

活用される授業方法
Teaching methods used

【－】PBL（課題解決型学習）

【－】ディスカッション・ディベート

必修選択の別
/ compulsory subjects
or optional subjects

授業コード
/ Code 科　目　名 / Course Title 担当者 / Instructor

履修年次
/ Semester

授業形態・単位数
/ Style ･ Credits



授業スケジュール / Course Schedule

※履修している学生に対して事前に説明があった上で、変更される場合があります。

授業回数
Lecture

テーマ / Theme

内容 / Contents

01
健康の概念

健康における現状や課題の理解

02
乳幼児の健康問題

乳幼児の健康問題に関する理解

03
保育内容「健康」

領域「健康」の基本的理解

04
乳幼児期の発育発達①

乳幼児期の身体発達における基本的理解

05
乳幼児期の発育発達②

乳幼児期の心の発達における基本的理解

06
乳幼児の基本的生活習慣

乳幼児の基本的生活習慣に関する理解

07
乳幼児と怪我

乳幼児期の怪我に関する理解

08
まとめ

幼児の健康における学びのまとめ


